




























小学・中学・高校の性教育が重要視されているが大学における性教育の必要性はどのよう

に受け止められているのであろうか。

生物学的に成熟した年代の男女の学ぶ大学において、より身近な問題として受け止めるこ

とのできる年代に、正しい性の認識のないまま放置されて良いのであろうか。まして、こ

れから青少年の指導に関係する教職を選ぶ者、医療に従事する者は。

お茶の水女子大・東京女子大・共立女子大・日本女子大・津田塾・一ツ橋大学・広島大学・

岐阜大学教育学部・その他の大学で、最近、男性学・女性学・性と生などをテーマとし集

中講義・公開講座が開かれているが、まだまだ、ごく一部に過ぎない。

更に大きな問題は、大学の性教育を HIV 感染予防という面からしか考えない当事者のいる

可能性のあることである。性教育は性器教育でも、HIV 感染予防のためでもなく、性を持

った生物としての当然の姿を正しく認識することを教えるのではないだろうか。下半身を

切り取った性抜きの人間などありえない。人間と人間の心とからだの問題として捕らえな

ければ、次の世代にも、自分たちの老後の生き方にも、影響は大きい。


